
　　　　業務継続計画（BCP）とは、災害時に行政自らも被災し、人・物・情報等利用できる資源に制約が

　　　ある状況下において、優先的に実施すべき業務（非常時優先業務）を特定するとともに、業務の執行

　　　体制や対応手順、継続に必要な資源の確保等をあらかじめ定める計画です。

　　　　国からは平成22年から策定を促されていましたが、27年度予算にも　

　　　盛り込まれていないことから28年度中の策定を求めていたものです。

　　　　川越市では、業務継続計画〈地震編〉と合わせ、新型インフルエンザ

　　　等対応マニュアル業務継続計画（BCP）編も策定されました。

　　　　新斎場建設にあたり、ダイオキシン対策においては、副葬品の取り扱いこそが重要であり、「条文

　　　による規制が必要」と指摘していましたが、このたび条例の施行規則の中に明記されました。

　　　　市から渡される利用上の留意事項でも、棺には、火葬及び収骨の障害となる物品を入れないように

　　　して下さい。として、スプレー缶等の危険物、金属製品、ガラス製品、プラスチック製品、書籍類

　　　など燃えにくいもの、ドライアイスなどを入れないように記載されています。

　　　　葬儀業者からもご案内があるはずですが、故人の思い出の品だから、いつも使っていたからと、こ

　　　っそり眼鏡や結婚指輪を入れることはダイオキシン等有害物質の発生につながります。新斎場は最新

　　　の火葬炉を備えていますが、有害物質をさせないためには副葬品を棺に入れず骨壺に入れるなど利用

　　　者の皆さんの協力が不可欠です。

 日時：5月27日（土）13：30～16：30

 場所：古谷公民館1階会議室   電話  049-235-1834

 内容：３月・4月・5月議会報告。

　　　 皆様からのご意見・ご質問、など。

 　＊　この報告会は後援会の集まりでは

　　 　ありません。お気軽にお越し下さい。
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提言➌ 27年3月議会で、28年度中の業務継続計画策定を

29年度2月に業務継続計画策定

提言➍ 23年9月議会で、新斎場のダイオキシン対策を

副葬品の制限について、条例の施行規則中に明記

川口けいすけの提言が形になりました
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